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１．最近の山口県のコンクリート構造物

（一財）山口県建設技術センター

建設後20年のＢＯＸ 最近のＢＯＸ
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最近は表面に光沢があり綺麗に仕上がっている



２．センターの関わり

コンクリート施工管理データＵＲＬ ： https://www.yama-ctc.or.jp/data/index.html
（一財）山口県建設技術センター

施工

＜設計委託＞
山口県

＜設計業務＞
コンサルタント

設計

＜改 訂＞
山口県

＜データ整理・分析・提供＞
山口県建設技術センター
共同研究
(徳山高専・山口大学)

品質確保
対策協議

規準類
の改訂

参照

主要な根拠資料設計資料

山口システムの構成

＜発注・監督＞山口県
チェックシート
による把握

＜施工＞施工者
コンクリート施工
記録の作成

＜材料＞生コン製造者

データ整理
分析・提供

データベースによる
ひび割れ抑制設計

チェックシートによる
施工状況把握（研修時）

コンクリート施工記録
（各リフト６枚シート）

バイブレータ挿入
の位置に目印

作業のしやすさに
配慮した足場板

施工の基本事項の遵守

コ
ン
ク
リ
ー
ト

施
工
記
録

品
質
確
保

ガ
イ
ド

コンクリート
施工記録

データベース

規準書：コンクリート構造物
品質確保ガイド
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技術管理課土木学会説明資料



３. データから見るひび割れの傾向

◆コンクリート施工記録のデータの公表場所

整理番号のクリックでコンクリート施
工記録がＰＤＦ形式で確認
①リフト図 ②コンクリート打込み管理表 ③ひび割れ調査票
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追加機能：橋梁名と場所を表示
①供用後の橋梁名（架橋後の橋名）を追加
②橋梁位置の座標表示
③橋梁工事進捗状況を表示
④橋梁管理道（県道以外の場合）を表示

※随時更新中



H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 Ｈ27 H28 H29 H30 H31 合　計

 BOX・側壁 17 5 10 28 11 5 5 2 1 6 7 2 6 2 10 117

 橋脚・柱 0 8 82 32 19 0 0 2 15 9 28 11 11 0 1 218

 橋台・たて壁 2 23 58 34 36 6 11 15 22 24 26 11 25 3 6 302

 橋台・胸壁 1 10 24 23 13 4 8 5 6 8 14 8 6 3 2 135

 擁壁・たて壁 0 12 18 1 0 8 5 3 2 7 0 0 0 0 0 56

 そ　の　他 19 19 188 179 99 20 27 39 68 72 86 62 73 24 13 988

計 39 77 380 297 178 43 56 66 114 126 161 94 121 32 32 1,816

累　　　計 39 116 496 793 971 1,014 1,070 1,136 1,250 1,376 1,537 1,631 1,752 1,784 1,816
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施工年度

そ の 他

擁壁・たて壁

橋台・胸壁

橋台・たて壁

橋脚・柱

BOX・側壁

累 計

平成19年4月の運用開始から1816件を蓄積

コンクリート施工記録データ集計表（令和2年3月現在）

３．データから見るひび割れの傾向
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◆コンクリート施工記録データ集計表【令和２年３月時点】
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コンクリート打設量とひび割れ幅の関係【橋台】

2005～2013

2014～2016

2017～2019

近年は、ひび割れ発生が減少
日打設量は200m3/日以下がほとんど

補修基準0.15ｍｍ
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３．データから見るひび割れの傾向
◆コンクリート日打設量から見るひび割れ発生傾向（施工量で考察）
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壁厚とひび割れ幅の関係【橋台】

2005～2013

2014～2016

2017～2019

近年は、ひび割れ幅のばらつきが減少

補修基準0.15ｍｍ
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３．データから見るひび割れの傾向
◆構造物厚さ（竪壁・胸壁）から見る見ひび割れ発生傾向（形状の考察）
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打設時外気温とひび割れ幅の関係【橋台】

2005～2013

2014～2016

2017～2019

打設時の外気温が高いとひび割れ発生が見られていた
打設時の気温が低いと（5～15℃）ひび割れが0.1ｍｍ程度見られる

補修基準0.15ｍｍ
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３．データから見るひび割れの傾向
◆コンクリート打設時外気温から見るひび割れ発生傾向（外的要因から考察）
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コンクリート最高温度とひび割れ幅の関係【橋台】

2005～2013

2014～2016

2017～2019

コンクリート反応温度が高くなると（60℃以上）ひび割れが発生していた

補修基準0.15ｍｍ

着色部：データエラーの可能性あり

10

３．データから見るひび割れの傾向
◆コンクリート反応温度から見るひび割れ発生傾向（性状要因から考察）
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打設時コンクリート温度とひび割れ幅の関係【橋台】

2005～2013

2014～2016

2017～2019

打設時のコンクリート温度が高いとひび割れが発生していた

補修基準0.15ｍｍ
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３．データから見るひび割れの傾向
◆打設時のコンクリート温度から見るひび割れ発生傾向（性状要因から考察）
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鉄筋比とひび割れ幅の関係【橋台】

2005～2013

2014～2016

2017～2019

鉄筋比が小さいとひび割れが発生しやすい。
鉄筋比増加により、ひび割れ発生の減少

補修基準0.15ｍｍ
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３．データから見るひび割れの傾向
◆複合材料から見るひび割れ発生傾向（補強材料から考察）



職員研修による技術力の底上げ

１）施工状況把握研修会

「施工管理のためのe-learningシステム」ＵＲＬ ： http://www.yama-ctc-e.jp/aaa/newpage1.html

品質確保システムの
「効果」を理解する。

既設構造物の観察
スキルを習得する。

施工状況把握の「目
的」の理解を深める。

適切なチェックスキ
ルを習得する。

２）既設構造物による研修会

システム構築前
システム構築後

実際の施工現場に臨場

目視評価シートを活用

４．品質確保の研修

「既設構造物研修モデルコース」ＵＲＬ https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a18000/hibiware/hibiwareyokusei.html

（一財）山口県建設技術センター13



現場の工夫４．品質確保の研修
１）施工状況把握研修会

（一財）山口県建設技術センター

打設深さ

締固間隔

締固間隔
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４．品質確保の研修
２）既設構造物による研修会

発生原因を考察

（一財）山口県建設技術センター

沈みひび割れ・打ち重ね線

表面気泡・型枠継ぎ目のノロ漏れ外部拘束による温度ひび割れ
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施工良否の判断が難しい

【打ち重ね線の区別】

【悪い打重ね】 打ち重ねの上下で施工による不具合がある

【良い打重ね】

打ち重ねの上下で施工による不具
合が無い

（線はコンクリートや型枠の形状に
よるもの）

４．品質確保の研修

（一財）山口県建設技術センター16

発生原因を考察



経験する現場の減少

良い打ち重ねを実施するには？

不具合となる施工条件を見つける研究を実施

５．研修視察の取組み

経験豊かな現場経験者の減少

締固め時間による材料分離を示す

研修やデータから見えてきた現状・疑問点

17 （一財）山口県建設技術センター

施工のヒントとなる方向性を示す



バイブレータ振動時間（５，１０，１５，３０，６０，９０秒）での
「締固め線の発生状況調査」「材料分離状況」の実験を行った

６．２研究方法

６．バイブレータ挿入時間と材料分離について

コンクリート：２４－１２－２０BB

天端

中層

下層

上層

先打コンクリート

後打コンクリート

4
5
0

1
5
0

530 単位[mm]

1
0
0

バイブレータ

振動時間による材料分離への影響を調査

６．１研究概要

（一財）山口県建設技術センター18



挿入時間に曲げ強度の差はなかった

６．３結果１：締固め時間と強度試験結果

６．バイブレータ挿入時間と材料分離について

試験か所（場所）説明図

バイブレーター挿入個所
（写真手前底面）
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曲げ強度と挿入時間（振動時間）の関係
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15秒（３０秒）で打ち重ね線が消えた

６．３結果２：打ち重ね線の発生状況

６．バイブレータ挿入時間と材料分離について

振動時間１０秒
振動時間３０秒

振動時間１５秒

（一財）山口県建設技術センター

？
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バイブレータ挿入時間が30秒より長くなると表面から骨材が見えなくなる

６．バイブレータ挿入時間と材料分離について

振動時間90秒

振動時間60秒振動時間10秒

振動時間5秒 振動時間30秒

６．３結果３．１）：材料分離状況（天端表面状況）

振動時間15秒

バイブレータ挿入時間が30秒より長くなると気泡とペーストが浮上する

締固め時間が長いと材料分離傾向

（一財）山口県建設技術センター21



バイブレータ挿入時間が長くなると上層部で粗骨材が見えなくなった

６．３結果３．２）：材料分離の状況（粗骨材混在状況）

６．バイブレータ挿入時間と材料分離について

挿入時間90秒

上層：

中層：

挿入時間60秒挿入時間10秒挿入時間5秒 挿入時間30秒

締固め時間が長くなると材料分離の傾向

挿入時間15秒
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バイブレータ挿入時間６０秒では上層部で材料分離が発生

６．３結果３．３）：材料分離の状況（画像解析による判定）

６．バイブレータ挿入時間と材料分離について
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上層で材料分離
が見られる



６．４ まとめ

６．バイブレータ挿入時間と材料分離について

振動時間による曲げ強度に違いはない（長期強度は要考慮）

60秒以上になると材料分離がみられた

15～30秒で打ち重ね線がみえなくなった

長時間のバイブレータによる振動は材料分離が発生する

振動時間は１０～１５秒が最適であった。
※コンクリート標準示方書記載事項遵守の重要性を確認

施工時のヒント

振動影響時間は30秒程度を考慮しながらの施工がよい

（一財）山口県建設技術センター24


